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カ国で8,089人が発病し、774人が死亡したという状

況を報告。その原因とされるコロナウィルスは飛沫

感染によって広がっていくと説明、その予防法など

にも言及した。それによると、病院に行くときは別

だが、旅行中にマスクをすることはSARS予防とし

ては意味がない。飛沫感染の一番の予防法は「手洗

い」と「うがい」「健康管理」である。SARSで死亡

した患者のすべてがほかの病気との合併症によるも

ので、SARSだけが原因で死亡した例はないという

ことである。

　SARS が話題に上る季節が近づいていることも

あって、参加者は熱心に聞き入り、講演後も活発に

質問が飛び交っていた。

大学教職員を前に
㈱リクルートの渡辺一正氏が講演

　12月 10日午後、大学のリサーチセンター大会議

室で大学教育研究センターとキャリアセンター共催

の教職員対象講演会が開催された。講師は㈱リク

ルートの渡辺一正氏、講演は「急変した若者の価値

観とキャリア教育のあり方」と題して、第1部は「急

変する就職・採用環境」、第2部は「激変する若者の

価値観」、第3部は「キャリア教育のあり方」につい

て1時間半にわたって話があった。

　なかでも第3部の「キャリア教育のあり方」につ

いては他大学の進んだ実例を紹介し、キャリア教育

とは学生のモチベーションを高める手法ではなく、

大学が自校のミッションを明確にして世の中に価値

を示す有力な手段であると力説し、全学体制で取り

組む必要性を60人を超える教職員を前に説いた。

第47回キャンパスコンサート
デオドラ・モニハンの
アイルランド民謡を楽しむ

　'Tis the last rose of summer... 第 47回中部大学キャ

ンパスコンサート（11月 15日：三浦幸平メモリア

ルホール）は、はるばる来られたデオドラ・モニハ

ンさんのアイルランド民謡であった。

　いつもながらの鶴田先生の巧みなお話が日々の些

事を忘れさせ、しばし別世界へと導いてくれる。イ

エーツの話、小泉八雲の話、アリアの話、空気の缶

詰の話、なかにし礼さんの話。アイルランドへ行っ

たことのない私の脳裏には、場違いなターナーが浮

かび、ときにデオドラさんはマドンナであった。

　パートナーはしっかりと支えるピアノの甚目裕夫

さん。そして、絶妙の企画ともいうべき松実健太さ

んのヴィオラであった。ここは、セロではいけない、

おそらくヴァイオリンでもいけない、まさしくヴィ

オラなのである。

　語るがごとく会場を包むデオドラさんのソプラノ

は、これがアイルランドの古謡かと思わせるほど身
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